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タイルタイル（2012年 5月 27日版） 

 

プレイ人数：４人 

プレイ時間：４５分 

概要 

タイルでタイルを競るゲームです。３セット１２ラウンド（１セットあたり４ラウ

ンド）をプレイし、最も得点の高い人が勝ちとなります。 

ゲーム開始時は２０個のタイルを持っており、マイナス２０点です（１タイルマイ

ナス１点）。これを、カードのプレイやタイルの競りで、プラス点に変えていきます。 

内容物 

タイル：約４００個（４色各約１００個） 

カード：６０枚（１シート１０枚が６シート入りです。切り離してください。） 

ルールブック（本書） 

準備 

タイルを２０個受け取る 

各プレイヤーは、任意の色のタイルを２０個受け取ります。この時、それぞれのプ

レイヤーは異なる色を受け取ってください。 

タイルの山をつくる 

残りのタイルを、紙皿などにタイルの色ごとにわけておきます。タイルの山です。 

競りの場をつくる 

場の中央に、タイルを入れる為の、空の紙皿などを置きます。競りの場です。 

カードの山をつくる 

３種類のカード（カードの裏面で判断）を、カードの種類ごとに裏向きにしてよく

混ぜ、山にして脇に置きます。 
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ゲームの流れ 

このゲームは、３セット１２ラウンド（各セット４ラウンド）プレイします。 

スタートプレイヤーを決める 

じゃんけんなどで、最初のラウンドのスタートプレイヤーを決めます。 

２ラウンド目以降は、前のラウンドの競りで競り勝った人が、スタートプレイヤー

となります。 

カードを配る（セットの準備） 

セットの開始時、それぞれのセットに対応するカードを配ります。カードは配りき

りで、ひとりあたり５枚のカードが配られます。 

１セット目は、カードの裏面が「Ⅰ」のカードを、 

２セット目は、カードの裏面が「Ⅱ」のカードを、 

３セット目は、カードの裏面が「Ⅲ」のカードを、使用します。 

ドラフトする（セットの開始時） 

各プレイヤーは、自分に配られたカードを見ます。 

自分に配られたカードのうち１枚を自分の手前に伏せて置き、残りのカードを隣の

プレイヤーに渡します。 

１セット目は、左隣のプレイヤーに、 

２セット目は、右隣のプレイヤーに、 

３セット目は、左隣のプレイヤーに、渡します。 

これを５回繰り返すと、各プレイヤーの手前に、５枚のカードが伏せて置かれてい

る状態になります。伏せて置かれているカードは、各プレイヤーの手札になります。 

カードをプレイする（ラウンドの前半） 

スタートプレイヤーから時計回りの順に、手札のカードをプレイします。 

カードには、３つの記載があります。上から記載順に実行します。 

THROW：記載されている色のタイルをタイルの山から取り、競りの場に入れます。 

GET：カードをプレイした人は、記載されているタイルを受け取ります。 

ACTION：カードをプレイした人は、記載されている内容を実行します。 

競り（ラウンドの後半） 

各プレイヤーがカードをプレイし終わったら、競りを行います。 

競り落とすのは、競りの場に入れられているタイルです。 

競りは、時計回りに行います。 
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スタートプレイヤーから競りを開始します。 

スタートプレイヤーは、最低でも１以上のタイルを提示してください。 

競りの資金は、自分が持っているタイルです。 

競り上げるか降りるか 

競りで自分の番になったら、前の人が提示したタイルより多い数のタイルを提示し

ます。もしくは、競りから降ります。競りから降りると、その競りには参加できません。 

最後のひとりになったら競り落とせる 

競りの手番は時計回りにぐるぐる回ります。他のプレイヤーが全員競りから降り、

最後のひとりになったら、競りの場にあるタイルを受け取ります。競りで提示したタイ

ルは、タイルの山に収めます。 

競りはタイルの色に縛られる 

競りでは、タイルを１色しか提示できません。例えば、青のタイルを提示すると、

そのラウンドの競りでは、青以外の色のタイルを提示することはできません。 

１セットあたり４ラウンド 

１セットあたり、４ラウンド行います。 

 

ドラフト→ カードのプレイ→競り 

  カードのプレイ→競り 

  カードのプレイ→競り 

  カードのプレイ→競り 

 

これを、３セット行います。 

 

余ったカードは流れる 

手札のカードは５枚ありますが、ラウンドは１セットあたり４回しかありません。 

余った１枚のカードは、使用せずに流れます。 

手持ちのタイルは公開情報 

各プレイヤーが何色のタイルをいくつ持っているかは、公開情報です。 

プレイ中は、他のプレイヤーが数を数えやすいように、整頓して手元に並べておい

てください。 
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得点の計算 

タイルひとつあたり、マイナス１点ですが、 

赤、黄、緑、青をひとつずつそろえると、５点になります。 

計算例 

ゲーム終了時、手持ちのタイルが以下の場合、 

 

 

 

 

 

 

１５－６＝９点になります。 

 

 

 

 

 

 

クレジット 

ゲームデザイン：蜂須賀敏浩（http://studio-alto.com/） 

配布元：チキンダイスゲームズ（http://cd.kyovo.org/） 


